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基本理念　「ともに生き、ともに育み、安心して暮らせる地域社会を目指して」

令和６年度事業計画

　現在九戸村は、人口減少、少子高齢化が進み、令和５年12月末時点では高齢化率45.7％、後期高齢者の占める割合
は25.4％という状況です。出生数も４名と顕著に減少しています。
　また、家庭や地域でのつながりの希薄化が進み、社会的孤立や経済的生活困窮、8050問題など住民が抱える課題は、
複雑化多様化しています。さらに、自然災害、様々な感染症などへ備えるための体制づくりの重要性も増しています。
このような状況のなか、地域で生活するすべての人が安心して生活できる地域づくりが急務となっています。
　このような現状を踏まえ、村の第２期地域福祉計画を念頭に「ともに生き、ともに育み、安心して暮らせる地域社
会を目指して」を基本理念に、第２期の地域福祉活動計画（令和６年度～令和10年度）を作成しました。令和６年度
は地域福祉活動計画の初年度にあたり、新規事業の実施、既存事業を益々充実させながら、また、各関係機関と連携
し、事業を推進していきます。

法人運営事業

村の介護の充実

福祉の啓蒙活動

相談・支援

福祉基金
SDGs

児童福祉

村の福祉活動拠点づくり

ボランティア活動の推進

地域福祉活動

福祉団体への支援

○法人基盤の確立
　・理事会、評議員会、監査会の開催
　・賛助会員の加入促進　・寄付金の受け入れ
　・組織強化・事務局体制の充実・強化
　・職員の資質向上

○介護保険事業
　デイサービス事業、訪問介護事業、居宅介護支援事業
○介護予防・総合日常生活支援事業
　デイサービス事業、訪問介護事業
○介護予防事業
　水中ウォーキング事業
○移送サービス事業

○「社協だより」発行（年４回）
○福祉協力校の指定および助成（村内７校）
○健康福祉大会の開催　○キャップハンディ講座
○ホームページ、LINE での情報発信

○心配ごと相談所の設置（無料法律相談）
○日常生活自立支援事業　○生活福祉資金貸付事業
○助け合い金庫貸付事業　○総合相談電話の設置

○寄付金の福祉基金への積立

○リユース事業
○チャイルドシートレンタル事業

○九戸村学童クラブ運営

○総合福祉センター管理運営
九戸村総合福祉センターの機能をより有効に活用
し、センター内での各種福祉事業に対し、住民がよ
り多く参画できる拠点となるようなセンター運営に
取り組むとともに、福祉センター２階の居住部門の
管理運営を村より受託し実施。

○ボランティア活動拠点づくり
声の広報、福祉センター居住手作り会、学童保育ボ
ランティア、子育てサロン、地域ごとふれあいサロ
ン、福祉バザー
○ボランティアの育成
　災害ボランティア講習会

○ひとり暮らし高齢者の集い事業
○ヤクルト給付事業	 ○給食サービス事業
○おでかけサロンの実施	 ○高齢者総合相談事業
○スノーバスターズ事業	 ○買物支援事業
○地域訪問支援事業
○住民ささえあいマップづくり事業
○金婚式開催

○岩手県共同募金会九戸村共同募金委員会事務局
○九戸村老人クラブ連合会事務局
○九戸村シルバー人材センター事務局
○九戸村ボランティア連絡協議会事務局
○九戸村身体障害者協会事務局

障がい者福祉活動
○地域活動支援センター（エール）
○居宅介護事業（ヘルパー）
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だけど

人とうまく
付き合えない

仕事が
続かない

家族のこと
が心配

将来が不安

生活が苦しい

明日（あす）を彩（いろ）どるために
に相談してみませんか？あすいろあすいろ

お困りごとをていね
いにお伺いし、あな
たに寄り添って一緒
に整えます。

相談に応じて、
各専門機関と連絡を
取り、自立に向けて
継続的に支援します。

相談は無料です。
個人情報、相談内容、
秘密は厳守します。

一般社団法人OneDish あすいろ
（自立相談支援事業）
電話0195-43-3525
二戸市福岡字八幡下 59-29　章月荘 1階
受付時間（月）～（金）8：30～ 17：00
（休日・祝祭日・年末年始（12/29 ～ 1/3）を除く）

九戸村相談受付
電話 42-2111　九戸村保健福祉課
電話 41-1200　九戸村社会福祉協議会
本事業は、生活困窮者自立支援法に基づき、県北広域振
興局より一般社団法人OneDish が委託を受けて実施して
おります。
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令和６年度収支予算

社会福祉協議会　会費納入にご協力ください
　九戸村社会福祉協議会の活動は、公的機関（国・県・村など）からの補助金や委託金、共同募金助成金、寄付金の
ほか、全世帯から納入いただく会費が大きな原動力となっています。
　九戸村社会福祉協議会会費の納入は強制ではなく任意ですが、地域福祉の向上を図るため、趣旨にご賛同いただき、
会費の納入にご理解・ご協力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
会費…年額700円（村内全世帯）
　※行政連絡員さん・班長さんを通じて納入いただいております。

　収　　　　入　　　　　　（単位：円） 支　　　　出　　　　　　（単位：円）
会費収入 1,330,000 人件費支出 90,617,000
寄附金収入 250,000 事業費支出 35,523,000
経常経費補助金収入 8,046,000 事務費支出 13,006,000
受託金収入 61,819,000 貸付事業等支出 700,000
貸付金収入 700,000 共同募金配分金事業費 2,450,000
事業収入 4,865,000 助成金支出 480,000
介護保険事業収入 62,128,000 負担金支出 121,000
障害福祉サービス等事業収入 659,000 固定資産取得支出 176,000
受取利息配当金収入 11,000 基金積立資産支出 255,000
その他収入 191,000 積立資産支出 2,687,000
積立資産取崩収入 357,000
前期末支払資金充当 5,659,000

合　　計 146,015,000 合　　計 146,015,000

　この事業は、高齢者や障がいをもった方が、地域で安心して生活が送れるよう日常的金銭管理サービス等を行う事業です。
通帳管理ができない、支払手続きが難しい状況であるなど、支援が必要になった場合に利用できるサービス（要契約）です。

ご利用にあたっては、ご本人にこのサービスを受ける意思があり、なおかつ契
約の内容をある程度理解できることが必要です。
判断能力がご本人にない場合は、「成年後見制度」をお勧めします。

成年後見制度とは
　精神上の障害によって判断能力が十分でない方（認知症高齢者・知的障が
い者・精神障がい者など）を法律的に支援する制度です。

日常生活自立支援事業あんしんねっとあんしんねっと

電話 41-1200　九戸村社会福祉協議会

生活の困りごと相談は生活の困りごと相談は
「「ああすすいいろろ」 へ」 へ
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令和５年度の各学校の活動の様子から
戸田小学校
●あすチャレ！スクール（車いす
陸上選手による授業）
●地域・世代間交流
　（田植え、収穫、もち米のプレゼ
ント、感謝の会、かんじき体験）
●地域奉仕活動　（クリーンデ－）
●募金活動　等

山根小学校
●クリーン九戸活動
●学習田活動（田起こし、田植え、
　串もち作り、稲刈り、脱穀）
●地域花壇整備
●世代間交流事業（収穫感謝の会）
●高齢者福祉施設訪問（餅米寄贈）
●募金活動　等

伊保内小学校
●花壇整備
●福祉マラソン
●タオル収集（福祉施設に寄贈）
●キャップハンディ体験
●プルタブ回収
●募金・義援金活動　等

長興寺小学校
●もろもり農園栽培
　（野菜・花の苗を植え、風船カズラ栽培）
●野田村訪問
　（栽培したシクラメンを贈呈）
●世代間交流事業（感謝の会）
●点字体験学習
●募金・義援金活動　等

江刺家小学校
●地域・世代間交流
　（田植え、稲刈り、収穫祭・神楽
伝承活動）
●昔穴遺跡花いっぱい運動
●一人暮し高齢者へ年賀状送付
●募金活動　等

　近年、地域社会の変化に伴い、地域コミュニティの希薄化、地域の安全・安心の問題、要支援者の孤立化など、地
域全体の福祉力が低下しており、福祉教育の推進が急務となっております。そこで、当協議会では、村内７校を福祉
協力校に指定し、福祉教育を支援しております。

ぼくたち・私たちの福祉活動ぼくたち・私たちの福祉活動
（令和５年度九戸村福祉協力校事業活動）
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九戸中学校
●クリーン大作戦
●スノーバスターズ
●書き損じはがき回収
●募金・義援金活動　等

伊保内高校
●九戸村地域子ども読書会
●声の広報ボランティア
●募金活動　等

福祉協力校指定事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しております。

ボランティアのひろばボランティアのひろば
声声のの広広 報報！！　ボランティア　ボランティア

　在宅視覚障がい者サービスの一環として、毎月発行される村の広報、社協だよりをボランティアが朗
読し録音したテープを希望者に貸し出しています。



（6）

くのへ社協だより
く
の
へ
　
社
協
だ
よ
り
　
N
o.83

――― 編集・発行 ―――

社会福祉法人
九戸村社会福祉協議会

〒028-6502…九戸村大字伊保内7-39-4
　　　　　……（九戸村総合福祉センター内）
TEL…0195-41-1200………FAX…0195-42-2064
ホームページアドレス…http://www.kunohe-shakyo.jp/

インフォメーション・ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

生活福祉資金貸付制度のご案内

ご 寄 付

「災害義援金」の報告及び募集

ベビーシートを無料貸出

リユース活動

福祉サービス苦情解決相談窓口を設置しています。

　失業や収入の減少により、世帯の生活の維持が
できなくなった等、生活の立て直しのための様々
な貸し付けの取り扱いを行っております。相談を
希望される方は、地区の民生委員、又は当協議会
までご相談下さい。
　●緊急小口資金　●総合支援資金
　●福祉資金　　　●教育支援資金
　●不動産担保型生活資金

　〔令和６年３月26日〕　
吉川優美子　様より
シルバーカーとリハビリパンツをご寄付いただき
ました。
　デイサービス事業等で使用させていた
だきます。
　ありがとうございました。

【令和６年能登半島地震災害義援金】
・社会福祉法人	九戸福祉会職員一同　様	 3,016円
・募金箱	 7,878円

ありがとうございました。ありがとうございました。
　寄せられた義援金は配分基準に基づき被災者へ
配分されます。
　引き続き令和６年12月27日まで募集しておりま
す。皆様のご協力をお願いいたします。
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
　・岩手県共同募金会　　　TEL	019-637-8889
　・九戸村共同募金委員会　TEL	0196-41-1200

　村内在住の新生児からおおむね満1歳までの乳
児、または帰省等により一時的な利用が必要な乳
児を対象としたベビーシートの無料貸出を実施し
ています。

　「制服等リユース事業」において、譲りたい方、
譲ってほしい方はご連絡ください。
　※最新の在庫はホームページでご確認ください。

　今年度から「ベビーシート、チャイルドシート」
のリユースも実施します。
　使わなくなったベビーシート、チャイルドシー
トが眠っていませんか？必要な方のために、ぜひ
お譲りください。当協議会でクリーニング、メン
テナンス後、必要な方に譲渡します。

ご協力よろしくお願いしますご協力よろしくお願いします
●	問合せ先	
九戸村社会福祉協議会（電話41-1200）
　この事業は皆様からご協力いただいた赤い羽根
共同募金により運営されています。　当協議会で提供している福祉サービスについて

の苦情等の相談窓口を設置しています。
〈相談、苦情等の受付先電話番号〉
　☎ 0195-41-1200
〈相談、苦情等の受付担当者〉
　荒田ゆかり、安達さつき
〈第三者委員〉小田野幸、日影惠子
　なお、下記においても苦情相談の受付をおこ
なっておりますので、気軽にご相談ください。
〈岩手県福祉サービス運営適正化委員会〉
　☎ 019-637-8871

・ 申請対象者 九戸村にお住まいの方
・ 貸 出 期 間 最長 1年間
・ 貸 出 料 無料（ただし、必要によりクリー

ニング、メンテナンスを要する
場合は、ご負担いただく場合が
あります。上限 2,000 円）

・ 申 請 方 法 事前に電話連絡のうえ、窓口に
て申請

・ 問 合 せ 先 九戸村社会福祉協議会
（電話 41-1200）

体重13kgまで
使用可


